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(57)【要約】
　堆積物制御装置（ＳＣＤ）は、開口を有する入口部材
と、開口を有する出口部材と、随意で入口部材と出口部
材の間にフィルタ部材を備えている。一部のＳＣＤでは
、出口部材の開口は入口部材の開口より小さいか又は逆
に大きい。一部のＳＣＤでは、フィルタが入口部材の前
に配置される。ＳＣＤには、入口部材と出口部材の間に
実質的に中空の堆積物制御チャンバ（ＳＣＣ）を有する
ものと、入口部材と出口部材の間に空のスペースが殆ど
又は全くないもとのがある。ＳＣＤは、車輪を有する輸
送機関による破損に対して耐性に構築することができる
。ＳＣＤを、排水溝カバーとして、或いは芝生又は植生
エリアの保持部材として使用することにより、工事現場
からの流出物に含まれる堆積物を制御することができる
。多数のＳＣＤを一つにまとめて、下水又は河岸等の土
地の安定化に有用なアセンブリを形成することができる
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦軸を有する堆積物制御装置（ＳＣＤ）であって、
　（ａ）それぞれが０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）の第一開口面積
を有する、複数の第一開口を含む第一の細長い部材、及び
　（ｂ）それぞれが第一開口面積の実質的に０．４５倍未満の第二開口面積を有する、複
数の第二開口を含む第二の細長い部材
を備え、
　第一の部材と第二の部材は、ＳＣＤの縦軸に垂直に向かう堆積物を含む流れが、第一の
部材と第二の部材の両方を通過するように配置され、ＳＣＤには、ＳＣＤに向かう堆積物
を含む流れから堆積物を収集するのに影響する、開口を有する他の構成部品が実質的に含
まれない、ＳＣＤ。
【請求項２】
　（１）（ａ）それぞれの面積が０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）で
ある複数の入口開口を有する開口シートを含む細長い入口部材、及び（ｂ）それぞれの面
積が０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）である複数の出口開口を有する
開口シートを含む細長い出口部材を備え、且つ
　（２）入口部材と出口部材の間に、面積が０．０１インチ２（６．５ｍｍ２）未満の開
口を有するフィルタ材料を備えていない
ＳＣＤ。
【請求項３】
　（ａ）それぞれの面積が０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）である複
数の入口開口を有する開口シートを含む細長い入口部材、
　（ｂ）それぞれの面積が０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）である複
数の出口開口を有する開口シートを含む細長い出口部材、並びに
　（ｃ）（１）複数の比較的小さなフィルタ開口を有し、且つ（２）入口部材の外側の少
なくとも一部、及び／又は出口部材の外側の少なくとも一部に沿って伸びる細長い外部フ
ィルタ
を備えるＳＣＤ。
【請求項４】
　（１）開口を有する細長い入口部材、及び
　（２）ＳＣＤの総容積の３０％未満に相当する中空スペースを間に挟んで入口部材に隣
接して配置される、開口を有する細長い出口部材
を備えたＳＣＤであって、
　（ａ）入口部材の少なくとも第一の部分、及び出口部材の少なくとも第一の部分を含む
第一の実質的に平坦な領域、並びに
　（ｂ）第二の実質的に平坦な領域
を含み、第一の領域と第二の領域が、互いに対して９０度の角度にある面内に位置してい
る、ＳＣＤ。
【請求項５】
　（１）細長いチャネル、並びに
　（２）（ａ）チャネルに勘合する座部領域、及び（ｂ）ホルダーから上方に伸び、細長
い入口部材と細長い出口部材とを備える自由領域を含むＳＣＤ
を備えるアセンブリ。
【請求項６】
　上のレベルと下のレベルとを有する土地を安定化する方法であって、１０を超えるＳＣ
Ｄをから構成されるアセンブリを、土地に隣接して配置するステップを含む方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の開示】
【０００１】
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関連出願
　本出願は、John H. McGinn及びVincent P. Morris による２００５年７月５日出願の米
国仮特許出願第６０／６９６９９８号の優先権を主張する。
　本出願は、米国特許第６８４８８６６号（McGinn）及び同第７００８１４４号（McGinn
）、John McGinnによる２００４年５月１１日出願の米国特許出願第１０／８４３０１０
号、John McGinnによる２００４年５月１１日出願の６０／５６９９７９号、John McGinn
及びVince P. Morrisによる２００５年１月３１日出願の同第６０／６４８８６３号、Joh
n McGinn及びVince P. Morrisによる２００５年２月２２日出願の同第６０／６５５２８
７号、John H. McGinnによる２００５年５月１１日出願の同第１１／１２７６１４号（米
国特許出願公開番号第２００６－０００２７７３号）、John H. McGinn及びVince Morris
による２００６年１月１７日出願の同第１１／３３３８２５号、John McGinnによる２０
０４年６月３日出願のカナダ国特許出願第２４６９６８３号、並びに、米国特許出願第１
０／８４３０１０号及び同第１０／７４２０７６号の優先権を主張するJohn McGinn及びR
ichard Sherrattによる２００４年１２月１６日出願の国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ／０
４２０９２号の関連出願である。これらの特許及び特許出願の各々の開示内容全体を、全
ての目的のために参照により本明細書に包合する。
【０００２】
　上記で参照した特許及び特許出願は、堆積物制御装置（ＳＣＤ）と、堆積物が懸濁され
ている液体から堆積物を収集するための同装置の使用について記載している。ＳＣＤは、
複数の比較的大きな開口が貫通している入口部材及び出口部材、並びに入口部材と出口部
材の間に位置し、複数の比較的小さな開口が貫通している出口フィルタを備える。ＳＣＤ
は、液体が入口部材を通過した後に通過する入口フィルタも備えることができる。
【０００３】
発明の要旨
　本発明者による発見によれば、本発明の第一のモードにおいて、出口フィルタ及び／又
は入口フィルタが存在する場合、それらの機能は選択された大きさの開口を有する出口部
材及び／又は入口部材で補充又は交換できる。この場合、入口及び／又は出口の開口は、
出口フィルタ（及び／又は、存在する場合は入口フィルタ）の影響を修正するか、又はそ
の必要性を解消する濾過作用を提供できる。例えば堆積物に占める（比較的大きな粒子を
有する）分解花崗岩の割合が大きい場合、ＳＣＤが出口フィルタ又は入口フィルタを備え
る必要は無い。同様に、堆積物を含有する液体が、草、葉のような物質、枝及び雑草等の
植物を含む場合、植物は入口部材の前に蓄積して、ＳＣＤの構造部を形成する任意のフィ
ルタを補い、このような構造的なフィルタを不要にするフィルタ部材を形成することがで
きる。
　また、本発明者の発見によれば、本発明の第二のモードにおいて、フィルタ部材を入口
部材の前に置くと効果的である（ＳＣＤも、出口フィルタ及び／又は入口フィルタ、及び
／又は前述のように選択された大きさの開口を有する出口部材及び／又は入口部材を備え
ているかどうかに関わらず）。
【０００４】
　本発明の第一及び第二のモードは、ＳＣＤを用いて、土、砂又は他の堆積物からなる既
存の土塊の腐食を制御することにより、例えば下水、河岸、又は浜を安定化する時に特に
有用である。但し、ＳＣＤの使用例はこれに限定されない。
【０００５】
　また、本発明者は、本発明の第三のモードとして、入口部材及び出口部材、並びに随意
で出口フィルタを備え、入口部材と出口部材の間に中空スペースが殆ど又は全く無い、Ｓ
ＣＤの新規で有用な構成を発見した。
　また、本発明者は、本発明の第四のモードとして、所望の位置にＳＣＤを固定する別の
方式を発見した。
【０００６】
　本発明の第三及び第四のモードは、ＳＣＤを用いて、建設現場からの流出物を制御する
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か、又は堆積物が排水溝に流入することを防ぐ時に特に有用である。但し、ＳＤＣの使用
例はこれに限定されない。
【０００７】
　第一の好ましい態様において、本発明は、限定されないが、本発明の第一のモードに特
に有用な堆積物制御装置（ＳＣＤ）を提供する。本ＳＣＤは、縦軸を有し、且つ
（ａ）複数の比較的大きな第一の開口を含む第一の細長い部材であって、第一の開口の各
々が、例えば０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）、好ましくは０．０２
～０．２５インチ２（１３～１６０ｍｍ２）の第一開口面積を有する第一の細長い部材と
、
（ｂ）複数の比較的小さな第二の開口を含む第二の細長い部材であって、第二の開口の各
々が、例えば第一の開口面積の０．４５倍未満、例えば０．２～０．４倍の第二開口面積
を有する第二の細長い部材と
を備え、
本ＳＣＤは、堆積物を含有する流れが、ＳＣＤの縦軸に直角に向かう場合、流れが、（１
）第一の部材と第二の部材の両方を通過し、且つ（２）流れからの堆積物の収集に影響を
及ぼす開口を有する他のあらゆる構成部品を通過しないように構成されている。一実施形
態では、第一の部材は入口部材であり、第二の部材は出口部材である。別の実施形態では
、第一の部材は出口部材であり、第二の部材は入口部材である。
　本発明の第一の好ましい態様において、第一の開口面積と第二の開口面積は実質的に異
なる。この違いは、例えば（１）第一の部材と第二の部材に異なる開口シート材料を使用
すること、及び／又は（２）同じ又は異なる複数の開口シートからなる第二部材であって
、一のシートの開口が別のシートの開口とずれるように重なっていることにより、所望の
大きさの効果的な開口を有する合成シートを形成する第二部材を使用することから生じて
いる。
【０００８】
　第二の好ましい態様では、本発明は、限定されないが、本発明の第一のモードに特に有
用な別のＳＣＤを提供する。本ＳＣＤは、
（１）（ａ）複数の入口開口を有する開口シートを含む細長い入口部材であって、各入口
開口の面積が０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）、好ましくは０．０２
～０．２５インチ２（１３～１６０ｍｍ２）である、入口部材と、
（ｂ）複数の出口開口を有する開口シートを含む細長い出口部材であって、各出口開口の
面積が０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）、好ましくは０．０２～０．
２５インチ２（１３～１６０ｍｍ２）である、出口部材と
を備え、
（２）入口部材と出口部材の間に、面積が０．０１インチ２（６．５ｍｍ２）未満の開口
を有するフィルタ材料を備えておらず、場合によってはそのようなフィルタ材料を全く含
まない。
【０００９】
　第三の好ましい態様では、本発明は、限定されないが、発明の第二のモードに特に有用
なＳＣＤを提供する。本ＳＣＤは、
（ａ）複数の比較的大きな入口開口を有する開口シートを含む細長い入口部材であって、
各入口開口の面積が、例えば０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）、好ま
しくは０．０２～０．２５インチ２（１３～１６０ｍｍ２）である細長い入口部材と、
（ｂ）複数の比較的大きな出口開口を有する開口シートを含む細長い出口部材であって、
各出口開口の面積が、例えば０．０１～１．０インチ２（６．５～６５０ｍｍ２）、好ま
しくは０．０２～０．２５インチ２（１３～１６０ｍｍ２）である細長い出口部材と、
（ｃ）（１）複数の比較的小さなフィルタ開口、例えば８０～６００ミクロン、例えば１
００～５００ミクロンの大きさのメッシュ（ＡＳＴＭ　Ｅ１１により測定）を有するフィ
ルタ部材を備え、（２）入口部材の外側の少なくとも一部（即ち、出口部材から離れてい
る側）に位置し、及び／又は出口部材の外側の少なくとも一部（即ち、入口部材から離れ
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ている側）に位置する延長外部フィルタと
を備える。
【００１０】
　第四の好ましい態様では、本発明は、本発明の第三のモードを反映するＳＣＤであって
、
（１）開口を有する細長い入口部材と、
（２）入口部材に、殆ど又は全く中空スペースを空けないで隣接配置される、開口を有す
る細長い出口部材（例えば出口部材と入口部材の間の遮るものの無い容積は、ＳＣＤの総
容積の３０％未満、２０％未満、１０％未満、又は５％未満である）と、
（３）随意で、入口部材と出口部材の間に配置される細長い出口フィルタと
を備えるＳＤＣを提供し、本ＳＤＣは、
（ａ）少なくとも入口部材の第一の部分と少なくとも出口部材の第一の部分とを含む第一
の実質的に平坦な領域と、
（ｂ）第二の実質的に平坦な領域と
を含み、
第一の領域と第二の領域が、互いに９０度の角度にある面内に含まれる。第二の平坦な領
域は、間に中空スペースを殆ど又は全く有さずに互いに隣接する、第一及び第二の開口を
有する細長い部材と、随意で、それらの間に細長いフィルタ部材とを含むことができる。
第一の部材と第二の部材は同一とすることができ、例えば入口部材と出口部材の延長部と
することができる。第二の領域は、後述するように、位置決め部材及び／又は座部領域と
することができる。入口部材と出口部材、及び存在する場合フィルタ部材は、本発明の第
一及び／又は第二の好ましい態様に上述したようなものとすることができる。
【００１１】
　第五の好ましい態様では、本発明は、発明の第四のモードを反映するアセンブリであっ
て、
（１）細長いチャネルと、
（２）（ａ）チャネルに勘合する座部領域、及び（ｂ）チャネルから上方に伸び、細長い
入口部材と細長い出口部材を含む自由領域を備えるＳＣＤと
を備えるアセンブリを提供する。
本ＳＣＤは、本発明の第一、第二、第三、又は好ましい態様による上記全てのＳＣＤにつ
いて引用された一以上の特許及び特許出願に記載されているような、任意の種類のＳＣＤ
とすることができる。
【００１２】
　本発明の第五の好ましい態様の一実施形態では、チャネルは地中のチャネル、例えば、
場合によってはＳＣＤの反復性水平移動行ってＳＣＤを地中に押し込むことによって形成
されるチャネルである。この実施形態では、ＳＣＤは、基本的に、例えば入口部材、好ま
しくは平坦な入口部材と、出口部材、好ましくは平坦な出口部材と、随意で入口部材と出
口部材の間のフィルタ部材から構成することができ、入口部材と出口部材は、間に開放ス
ペースが殆ど又は全く無いように互いに固定される。ＳＣＤの下端は、例えば、入口部材
及び／又は出口部材の一部である開口材料を切断することによって形成されたギザギザの
縁を有することができる。本実施形態は、ＳＣＤが、一のエリア、例えば芝生又は植生エ
リアを画定する縁石又は保持部材として機能する時に特に有用であり、堆積物が当該エリ
アに流れ込む及び／又は流れ出すことを防止する。
　本発明の第五の好ましい態様の別の実施形態では、ホルダーが、地面に配置できるプレ
ハブ式ホルダーであって、
（ａ）基部と、
（ｂ）基部から離れる方向に伸びてチャネルを含むチャネル部材と
を備えるホルダーである。
本実施形態は、例えば車両を通過させるために、時々ＳＣＤを除去する必要がある時等に
特に有用である。
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【００１３】
　本発明の第五の好ましい態様はまた、それ自体が新規である、プレハブ式のホルダーを
含んでおり、部品のキットは一つ又は複数のプレハブ式ホルダー、並びに一つ又は複数の
ＳＣＤを含む。
　プレハブ式ホルダーは、例えば高分子材料及び／又は金属材料から構成することができ
、好ましくは、ホルダーを地面に固定する手段、例えば基部から下方に伸びるプロング、
ピン等、或いは、それを通して釘、ロッド、ステーク等を地面に打ち込むことができる基
部の穴を含む。チャネル及びＳＣＤは、基部が地上にある時、ＳＣＤの座部領域がチャネ
ルに勘合し、且つＳＣＤの自由領域が上方に伸びて地面に沿って流れる液体から堆積物を
収集できるような形状を有する。座部領域は、チャネルにとまりばめすることができる、
及び／又は座部及び／又はチャネル部材は、チャネル内に座部領域を保持する手段（解除
可能でもよい）、例えばチャネルの壁から突出する変形可能な（好ましくは弾性により変
形可能な）突起、及び／又はそれを通して釘、ロッド、ステーク等がＳＣＤの座部領域と
係合することができる穴を含むことができる。
【００１４】
　第六の好ましい態様では、本発明は、発明の第一、第二、第三、第四、及び第五の好ま
しい態様の内の一つ又は複数による複数のＳＣＤを備えるアセンブリを提供する。
【００１５】
　第七の好ましい態様では、本発明は、上のレベル及び下のレベルを有する土地の安定化
方法を提供し、本方法は、発明の第六の態様によるアセンブリを設置し、その際ＳＣＤを
土地に隣接させて横方向に互いに固定することを含み、この場合、ＳＣＤの縦軸は好まし
くは垂直である。土地に応じて、１０以上、例えば１２～６０のＳＣＤを、例えば深さ方
向に２～４、長さ方向に６～３０のラインに組み立てることができる。ＳＣＤは、トレン
チを掘り、この中にＳＣＤの基部を配置することにより、及び／又はＳＣＤを通して又は
ＳＣＤの後方で地面に打ち込まれた部材を支えることにより、及び／又はＳＣＤの少なく
とも一部を岩、小石又は土で充填することにより、安定化させることができる。ＳＣＤは
、正方形を含む四角形等、いかなる形状の断面も有することができ、例えば１のＳＣＤの
位置決め部材を隣接するＳＣＤに固定することにより、任意の方法で互いに固定できる。
　本発明の第七の好ましい態様の好ましい一実施形態では、土地は、基部と対抗壁とを有
し、上のレベルから下のレベルへ水が通過する下水であり、アセンブリは下水の基部と下
水の壁の間に配置される。ＳＣＤのアセンブリは、中間部より側方部が高くなるように構
成することができる。随意で、側方部は、中間部より高いレベルまで土で充填される。好
ましくは、中間部の下方及び下流に水撥ね防止エプロンがある。このように、アセンブリ
を通過する水の量が多すぎると、余剰な水は下部を通って水撥ね防止エプロン上に分散す
る。水撥ね防止エプロンは、例えば、開口を有する材料（例えばＳＣＤに使用される材料
）からなる多数の層から構成できる。層の少なくとも一部は、ＳＣＤのアセンブリの下ま
で伸びることができ、エプロンはＳＣＤ又は他の適切な材料の周縁部により更に安定化さ
せることができる。
【００１６】
　第八の好ましい態様では、本発明は、本発明の第一、第二、第三、及び第四の好ましい
態様の内の一つ又は複数によるＳＣＤを通って流れる流れ、或いは本発明の第五の好まし
い態様によるアセンブリの一部を形成するＳＣＤを通って流れる流れを含む、工事現場か
らの流出物、又はＳＣＤによって覆われる下水溝に流れ込む水などの流動する流れから堆
積物を収集する方法を提供する。
【００１７】
　第九の好ましい態様では、本発明は、２００５年１月３１日出願の米国特許出願第６０
／６４８８６３号、２００５年２月２２日（即ち、本国際出願の１２ヶ月前）出願の同第
６０／６５５２８７号、並びに２００６年１月１７日出願の同第１１／３３３８２５号に
開示されている発明を提供する。従って、一態様において、本発明は、
（１）多数の比較的大きな入口開口を有する細長い入口部材、
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（２）多数の比較的大きな出口開口を有する細長い出口部材、
（３）多数の比較的小さなフィルタ開口を有し、好ましくは出口部材によって支持される
細長い出口フィルタ、及び
（４）位置決め部材
を備える堆積物制御装置（ＳＣＤ）であって、
入口部材、出口部材、及び位置決め部材が、位置決め部材が水平基板に配置されたとき、
（ａ）入口部材、出口フィルタ及び出口部材を備える直立部材が基板から上方に伸び、且
つ（ｂ）直立部材に向かって位置決め部材上を流れる液体が、入口部材、出口フィルタ、
及び出口部材を連続して通過するように互いに固定され、このＳＣＤは、以下の（Ａ）～
（Ｅ）に示す特徴の内の少なくとも一つを有する。
【００１８】
　（Ａ）直立部材は、入口部材と出口部材の間に細長い堆積物収集チャンバ（ＳＣＣ）を
含み、ＳＣＣは、（１）最大幅のｐ倍の高さ（好ましくは４インチ（１００ｍｍ）以上、
例えば７～１０インチ（１８～２５０ｍｍ））を有し、ここで、ｐは１．５以上、好まし
くは１．７５以上、例えば４以上、例えば４～１５であり、随意で（２）ＳＣＤの総容積
の少なくとも５％に相当する遮るものの無い容積を有している。
【００１９】
　（Ｂ）入口部材と出口部材の形状により、（ｉ）位置決め部材が水平基板上に配置され
、（ｉｉ）直立部材の最高ポイントが出口部材と基板との接触ポイントの垂直方向上方に
位置するように、直立部材が必要に応じて屈曲し、（ｉｉｉ）２８インチ（２０３ｍｍ）
の外径を有する垂直ディスクが、
　（Ｂ１）基板上で、位置決め部材上を通過することなく、出口部材に向かって直角に転
がる場合、
　　（１）ディスクと出口部材の間の第一接触ポイントは、基板の上方、少なくとも４イ
ンチ（１００ｍｍ）、好ましくは少なくとも５インチ（１２５ｍｍ）、又は少なくとも６
インチ（１５０ｍｍ）、例えば５～１２又は５～１０インチ（１２５～３００又は１２５
～２５０ｍｍ）の高さに位置し、
　　（２）（ｉ）水平線と（ｉｉ）前記第一接触ポイントと、出口部材と基板の接触ポイ
ントのうち前記第一接触ポイントに最も近いポイントとを結ぶ線の間の角度は、７７度以
上、好ましくは８０度以上、更に好ましくは８２度以上、例えば８２～９０度であるか、
或いは
　（Ｂ２）位置決め部材上で、入口部材に向かって直角に転がる場合、
　　（１）ディスクと入口部材の間の第一接触ポイントは、位置決め部材の上方、少なく
とも４インチ（１００ｍｍ）、好ましくは少なくとも５インチ（１２５ｍｍ）、又は少な
くとも６インチ（１５０ｍｍ）、例えば５～１２又は５～１０インチ（１２５～３００又
は１２５～２５０ｍｍ）の高さに位置し、
　　（２）（ｉ）水平線と（ｉｉ）前記第一接触ポイントと、入口部材と位置決め部材の
接触ポイントのうち前記第一接触ポイントに最も近いポイントとを結ぶ線の間の角度は、
７７度以上、好ましくは８０度以上、更に好ましくは８２度以上、例えば８２～９０度で
ある。
【００２０】
　（Ｃ）入口部材、出口部材、又は入口部材と出口部材の各々は、応答ラインを含む。「
応答ライン」という用語は、屈曲力に対し、応答ラインに隣接するエリアより大きな応答
性（「屈曲ライン」）又は小さな応答性（「硬化ライン」）を有する、薄く長いエリアを
示すために使用される。屈曲ラインの厚みは、例えば小さくすることができ、例えば屈曲
ラインを一部として含む部材の残りの部分の最大厚みの、０．８倍以下、好ましくは０．
６倍以下、例えば０．３～０．８倍、又は０．４～０．７倍である最小厚とすることがで
きる。屈曲ラインの幅は、例えば０．０８～０．７５インチ（２～１９ｍｍ）、好ましく
は０．１２～０．３５インチ（３～９ｍｍ）、例えば約０．２５インチ（６．５ｍｍ）と
することができる。一実施形態では、入口部材と出口部材の各々は、基部の近くに屈曲ラ
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インを有し、二つの屈曲ライン間の距離は、好ましくは０．３～４インチ（７．５～１０
０ｍｍ）、特に０．５～３インチ（１２．５～７５ｍｍ）、例えば約１．５インチ（４０
ｍｍ）である。
【００２１】
　（Ｄ）入口部材の基部は、（ｉ）位置決め部材から上方に伸びる第一領域と、（ｉｉ）
位置決め部材を超えて伸びる第二領域と、（ｉｉｉ）第一領域と第二領域の間の凹角部と
によって形成される凹角断面を有する。
【００２２】
　（Ｅ）本ＳＣＤは、
（ａ）（ｉ）比較的大きな開口が貫通しており、（ｉｉ）第一及び第二表面を有し、且つ
（ｉｉｉ）第一の構成を有する、開口高分子シート材料を含む前駆物を提供するステップ
、
（ｂ）前記シートの選択されたエリアを過熱することにより、選択エリアの高分子材料の
温度をその軟化ポイントより高めるステップ、
（ｃ）選択されたエリアの高分子材料の温度がその軟化ポイントより高い間に、選択され
たエリアを折り曲げて前駆物に第二の構成を与えるステップ、
（ｄ）加熱された高分子材料を冷まし、前駆物に、第一の構成とは異なり、且つ第二の構
成と同じ又は異なる第三の構成を与えるステップ、及び
（ｅ）ステップ（ｄ）の後で、前駆物を折り曲げて第四の構成へと弾性的に変形させ、前
駆物の選択された部分を互いに接触させるステップ
を含む方法によって作製される。
【００２３】
　別の態様では、本発明は、
（ａ）（ｉ）比較的大きな開口が貫通しており、且つ（ｉｉ）第一及び第二の表面を有す
る、開口高分子シート、並びに
（ｂ）開口を有する高分子シートの第一表面に固定されたフィルタ材料からなるシート
を含むＳＣＤの前駆物を提供し、
この場合、開口を有する高分子シートは、屈曲ライン、好ましくは細長い屈曲ラインを含
み、その最大の厚みが、部材の残りの部分の最大厚みの、０．８倍以下、好ましくは０．
６倍以下である。
【００２４】
　別の態様では、本発明は、調整可能な支持部材を備えるＳＣＤを提供する。この支持部
材は、例えば所望の位置にＳＣＤを固定するために、入口部材及び出口部材に対して、上
方及び／又は下方及び／又は横方向に、引っ張るか又は押すことができる。このＳＣＤは
どのような種類のものでもよく、例えば前述の特許及び特許出願の内の一つ又は複数に記
載のＳＣＤ、或いは本発明の第一、第二、第三、又は第四の好ましい態様によるＳＣＤと
することができる。本発明のこの態様の一実施形態では、ＳＣＤは、米国特許出願第１１
／１２７６１４号（公開番号２００６－０００２７７３号）に開示されている排水口の入
口カバーであり、支持部材は、ＳＣＤに沿って縦方向に離間されており、排水口入口カバ
ーの垂直領域から上方に引っ張ることができるので、支持部は排水溝上方の舗装部上に置
かれる。これは、排水溝が、例えば３フィート（１ｍ）又は６フィート（２ｍ）を超える
実質的な長さを有する時に特に有用である。
【００２５】
　本発明は添付図面に図解されているが、それらは略図であり、縮尺は等倍でない。
【実施例】
【００２６】
本発明の詳細な説明
　前述の発明の要旨、本発明の詳細な説明、実施例及び請求の範囲、並びに添付図面にお
いて、本発明の特定の特徴（例えば構成部品、成分、要素、デバイス、装置、システム、
グループ、範囲、方法のステップ、試験結果等を含む）に言及している。本明細書におけ
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る本発明の開示には、このような特定の特徴の全ての可能な組み合わせが含まれる。例え
ば特定の特徴が特定の態様、特定の実施形態、特定の請求項、又は特定の図面に関して開
示されている場合、その特徴はまた、他の特定の態様、実施形態、請求項、及び図面に関
して、並びに本発明全般に、適切な範囲で使用できる。例えば、発明の第九の好ましい態
様の特徴（Ａ）～（Ｅ）は、本発明の他の好ましい態様も随意で含むことができる。
　ここに開示され、特許請求される本発明は、本明細書において具体的に記載されない実
施形態を含み、例えば本明細書に具体的に記載されないが、本明細書に具体的に開示され
る特徴と、同じ、同等、又は類似の機能を提供する特徴を使用することができる。
【００２７】
　本明細書で使用される、用語「備える」、「含む」及びそれと文法的に等価な表現は、
具体的に特定された特徴に加えて、場合によっては他の特徴が存在することを意味する。
例えば構成部品Ａ、Ｂ及びＣを「備える」（又は「含む」）ＳＣＤは、構成部品Ａ、Ｂ及
びＣだけを備えることができるか、又は構成部品Ａ、Ｂ及びＣだけでなく一つ又は複数の
他の構成部品も備えることができる。本明細書で使用される、「基本的に～から構成され
る」という表現及びそれと文法的に等価な表現は、具体的に特定された特徴に加えて、特
許請求された発明を実質的に変更しない他の特徴が存在し得ることを意味する。数字を伴
う「少なくとも～」及び「～以上」という表現は、当該数字から始まる範囲の始まりを指
すために用いられている（この範囲には、定義される変数に応じて、上限があっても無く
てもよい）。例えば「少なくとも１」（「１以上」）は、１又は１より大きな数を意味し
、「少なくとも８０％」（８０％以上）は、８０％又は８０％より大きな数を意味する。
数字を伴う「～以下」という表現は、当該数字で終わる範囲の最後を示すために用いられ
ている（この範囲は、定義される変数に応じて、１又は０を下限としても、又は下限を有
さなくてもよい）。例えば「４以上」は、４又は４未満を意味し、「４０％以下」は、４
０％又は４０％未満を意味する。本明細書で、ある範囲が「（第一の数字）～（第二の数
字）」又は「（第一の数字）－（第二の数字）」と記載される場合、これは、第一の数字
を下限とし、第二の数字を上限とする範囲を意味する。例えば「８～２０の炭素原子」又
は「８－２０の炭素原子」は、下限が８個の炭素原子、上限が２０個の炭素原子である範
囲を意味する。本明細書において、用語「複数の」、「多数の」、及びこれらと文法的に
等価な表現は、二つ又は二つより大きな数の特徴を示すために使用される。
　本明細書で二つ以上の定められたステップを含む方法に言及する場合、定められたステ
ップは、任意の順序で又は同時に行うことができ（文脈上矛盾する場合を除く）、当該方
法は、定められたステップの何れかの前に、定められたステップの内の二つの間に、又は
定められたステップ全ての後で、一つ又は複数の他のステップを随意で含むことができる
（文脈上矛盾する場合を除く）。本明細書において、「第一」及び「第二」の特徴に言及
する場合、これは通常識別のために行われる。文脈上別途示される場合を除き、第一及び
第二の特徴は、同じでも異なってもよく、第一の特徴に言及しても、第二の特徴が必ず存
在するわけではない（存在してもよい）。本明細書において「一の」又は「１つの」特徴
に言及する場合、二つ以上のこのような特徴が存在する可能性が含まれる（文脈上矛盾す
る場合を除く）。本明細書において二つ以上の特徴に言及する場合、当該二つ以上の特徴
が、同じ機能を有するそれらよりも少ない又は多い特徴で置き換えられる可能性が含まれ
る（文脈上矛盾する場合を除く）。本明細書中の数字は、それらの文脈及び表現に適した
範囲で解釈すべきである。例えば各数字は、当業者が従来用いていた方法で測定できる精
度に応じて変動し得る。
【００２８】
　本明細書は、参照により、公開されている文献を含むがそれに限定することなく、ここ
で参照される全ての文献、本明細書の共存出願又は既に出願済みの本出願の関連出願の全
てを包含する。
　本明細書で使用される用語「堆積物」は、固体の粒子物質、例えば土、砂、分解花崗岩
、又は小石を示し、これは、懸濁できるか、又は液体の流動する流れの中に懸濁されてお
り、且つ液体が流動を停止すると液体中に沈殿する。本明細書で使用される用語「堆積物
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制御装置」（本明細書ではしばしばＳＣＤと略される）は、搬送可能であって、（ｉ）Ｓ
ＤＣを通過する液体、通常は水からなる堆積物を含む流れから堆積物を収集するために、
基板、通常は地面の上に、場合によってはＳＣＤの一部が基板の下に配置された状態で、
配置できるか、或いは（２）土地に向かって、沿って、越えて又は通って流れる水により
土地から堆積物が除去されることを回避又は低減するために、例えば土、砂、小石又は岩
から成る既存の土地の周囲に配置できる物品を示す。本明細書で使用される用語「土地」
は、坂、下水、浜、又は水の塊、例えば川や湖の堤防を含むが、これらに限定されない。
【００２９】
　本明細書において開口を有するシートに言及する場合、通常は、いずれかの特定のシー
トの開口は全て同じ大きさを有する。そうでない場合、言及される開口の大きさは、異な
る大きさの平均値である。
　本明細書の開示内容が、ここで参照によって包合される特許及び特許出願の開示内容と
異なる場合を除き、そのような特許及び特許出願の開示内容は、必要な変更を加えて本発
明にも適用可能である。例えば、入口部材及び出口部材、並びにフィルタ部材が存在する
場合フィルタ部材は、米国特許第６８４８８６６号（特に、カラム４、３７行～カラム７
、５３行）に開示されているものと同じ材料から構成することができる。ＳＣＤは、米国
特許第６８４８８６６号（特にカラム２、６～２８行、及びカラム８、５５～６７行）に
開示される実質的に中空の堆積物収集チャンバを備えることができる。ＳＣＤは、好まし
くは、米国特許第６８４８８６６号（特にカラム９、１０～２６行）に記載の位置決め部
材を含む。ＳＣＤは、米国特許第６８４８８６６号（特に、カラム１０、３～４０行）に
記載のように製造することができる。二つ以上のＳＣＤを、米国特許第６８４８８６６号
（特に、カラム９、２７行～カラム１０、２行）に開示される方法によって、縦又は横に
接合することができる。
【００３０】
　米国特許第６８４８８６６号及び同第７００８１４４号、２００４年５月１１日出願の
米国特許出願第１０／８４３０１０号及び同第６０／５６９９７９号、カナダ国特許出願
第２４６９６８３号、並びに国際特許出願第ＰＣＴ／ＵＳ／０４２０９２号に記載のＳＤ
Ｃは、「実質的に中空」であり、用語「実質的に中空」は、ＳＣＤの総容積の内、遮るも
のの無い空間の割合が、少なくとも５０％、例えば５０～９８％、特に少なくとも７０％
、例えば７０～９７％、例えば少なくとも８０％、例えば８０～９６％である堆積物制御
チャンバ（ＳＣＣ）をＳＣＤが備えていることを意味する。本発明のＳＣＤ又は本発明に
使用されるＳＣＤの一部は、実質的に中空である。本発明の他のＳＣＤ、又は本発明に使
用される他のＳＣＤは、実質的に中空でなく、例えば、上記本発明の第四の好ましい態様
に記載したように、入口部材と出口部材の間にスペースが殆ど又は全く無い。
【００３１】
図面
　ここで図面を参照する。同じ参照番号は同じ又は類似の構成部品を示し、図には、それ
ぞれが前述のような開口を有する高分子シート（「ネッティング」）から構成される、入
口部材１２、出口部材１１、及び位置決め部材４を備えた異なるＳＣＤが示されている。
参照番号３は、高分子材料間の溶接線を示す。図１～５では、中空の堆積物収集チャンバ
６が、入口部材と出口部材の間に配置されている。図１はまた、位置決め部材４上に連続
する出口フィルタ２１を含み、入口部材は、開口を有する二つの高分子シート１２ａ及び
１２ｂから構成されており、それらシートの開口がずらして配置されていることにより、
入口部材の有効開口サイズは小さくなっている。図２では、出口部材は開口を有する二つ
の高分子シート１１ａ及び１１ｂから構成されており、それらシートの開口がずらして配
置されることにより、出口部材の有効開口サイズは小さくなっている。図３は、既存の土
地の安定化に用いられるＳＣＤアセンブリに使用するのに特に適した非常に単純なＳＣＤ
を示す。図４は、出口部材が開口を有する二つの高分子シート１１ａ及び１１ｂから構成
され、入口部材が開口を有する二つの高分子シート１２ａ及び１２ｂから構成されている
ＳＣＤを示す。出口部材及び入口部材の一方又は両方において、随意で、高分子シートの
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開口をずらして配置することにより、有効開口サイズを小さくすることができる。図５は
、入口部材の前面に固定された外部フィルタ部材を有すること以外は図３と同じである。
図６～９は、本発明の第一の態様による多数の異なるＳＣＤを示す。図６～８では、出口
フィルタ２１は、入口部材と出口部材の間に挟まれている。図９では、出口フィルタ２１
は出口部材に取り付けられている。図９において、入口部材１２の基部は、一つ又は複数
の解除可能な機械的手段、例えばクリップ、又は入口部材が勘合する位置決め部材の高分
子溝により位置決め部材に固定されており、よってＳＣＤは、図示する構成と、位置決め
部材から入口部材をとり外すことにより達成される比較的平坦な構成との間で交換可能で
ある。ＳＣＤは、堆積物を収集する図示の構成、並びに、貯蔵又は搬送のため、或いはＳ
ＣＤを傷つけないＳＣＤ上の流れを可能にする比較的平坦な構成で使用できる。図１０と
１１は、ＳＣＤに加えて、ＳＣＤの座部部材１９が勘合するチャネル部材３１と、基部部
材３２とを備えた保持部材３０を示す。基部部材は、ホルダーを地面に固定する手段３３
を含む（図１０の、離間して配置されたプロング、及び、図１１の、ピン３３１が打ち込
まれる離間して設けられた穴部）。図１１において、チャネル部材は、ホルダーにＳＣＤ
を固定するためにピン３４１が打ち込まれる、離間して設けられた穴部３４を含んでいる
。図１２では、チャネル３１は、反復運動させて地面にＳＣＤを押し込むことにより、地
中に形成されている。図１３は、下水を横切ってアセンブリに形成されている複数の正方
形又は長方形のＳＣＤを示す。これらＳＣＤの底部は地面に埋め込まれている。アセンブ
リの中心部５０は、側方部５１、５２より低い。中心部の下方には水撥ね防止エプロン６
０がある。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明のＳＣＤを示す。
【図２】本発明のＳＣＤを示す。
【図３】本発明のＳＣＤを示す。
【図４】本発明のＳＣＤを示す。
【図５】本発明のＳＣＤを示す。
【図６】本発明のＳＣＤを示す。
【図７】本発明のＳＣＤを示す。
【図８】本発明のＳＣＤを示す。
【図９】本発明のＳＣＤを示す。
【図１０】本発明の第五の好ましい態様によるアセンブリを示す。
【図１１】本発明の第五の好ましい態様によるアセンブリを示す。
【図１２】本発明の第五の好ましい態様によるアセンブリを示す。
【図１３】腐食を制御するために使用されているＳＣＤのアセンブリの斜視図である。
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